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滋賀県の秋植タマネギでは，Burkholderia 属細菌が主な原因である細菌性腐敗病害が発生している．本研究では，タマネギの重

要害虫であるネギアザミウマの防除適期を示すとともに，その防除によって，外観からの判別が困難なりん茎内部のりん片に発生

する腐敗症状を抑制できるか検討した．2021～2023年に実施した秋植タマネギ圃場でのトラップ調査では，4月下旬から5月上旬

の間にネギアザミウマの誘殺数が増加したことから，ネギアザミウマの防除適期は 4 月 20 日頃と考えられた．殺虫剤の散布によ

りネギアザミウマの個体数が無防除区の6～15%に抑制された結果，内部のりん片に腐敗症状は発生しなかった．また，オオムギを

間作し土着天敵を利用した生物的防除を実施した結果，ネギアザミウマの個体数と内部のりん片の腐敗率はそれぞれ，無防除区の

50%と25%に抑制されたが，ネギアザミウマを抑制した主要な天敵は明らかにならなかった．いずれの試験区でも，最外部のりん片

の腐敗率に明確な差はみられなかったことから，ネギアザミウマの防除は内部のりん片に発生する腐敗症状の抑制効果が高いと考

えられた．アザミウマを防除した区でタマネギ球重が低くなることがあったが，球重の低下による減収は腐敗率の抑制によって補

償された．病害虫の防除に加え，発病を抑える剪葉作業や低温での貯蔵を組み合わせた総合的な防除体系を構築することで，より

効果的に発病を抑制できる可能性がある． 

 

 

 

１．緒言 

 

植食性昆虫類，特に，害虫類に分類される種は，吸汁・摂

食によって作物の減収や品質低下といった影響をもたらすだ

けでなく，植物の病原となる微生物の伝搬にも関係する場合

がある．例えば，ウイルスの伝搬においては節足動物が最も

寄与していると指摘されており１），ウイルスを獲得し体内に

保毒している媒介者の加害により植物にウイルスが伝搬する．

体内に保毒した病原の直接的な伝搬だけでなく，間接的な伝

搬に関与する場合もあり，害虫類の加害部が侵入口となり病

原に感染する伝搬経路２，３）も報告されている．病原の伝搬に

害虫類が関与する場合，害虫類の防除の実施により発病を抑

制できることがある４，５）ため，病害だけでなく害虫の防除を

組み合わせた防除体系が効果的になりうる． 

滋賀県の農地における水田率は 93%であり６），土地利用型

作物である水稲，麦および大豆を中心とした水田農業が展開

されている一方で，近年は高収益作物としての水田野菜の栽

培が拡大している．水田野菜の重点品目の一つとしてタマネ

ギの栽培が推進されており，作付面積は 2012年の 40 haか

ら 2022年には 97 haに増加している７）．本県におけるタマ

ネギ栽培は，9月に播種した苗を11月に定植し，翌年6月頃

に収穫する秋植えの作型が主体である． 

滋賀県内のタマネギ栽培において，りん茎での細菌性腐敗

病害の発生が問題となっており，廃棄や出荷先からのクレー

ムにつながっている．本県で発生する細菌性腐敗病害の主な

原因は，Burkholderia cepacia (Palleroni and Holmes) を
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主体とする3種のBurkholderia 属細菌による腐敗病もしく

はりん片腐敗病である８）．腐敗症状は収穫後の貯蔵中に発病

するだけでなく，圃場で既に発病している場合もあるが，り

ん茎内部のりん片の腐敗症状は外観から判別できず，収穫か

ら出荷までの間に選別することが困難である．そのため，外

観での判別が困難である内部のりん片に発生する腐敗症状は，

その抑制の必要性が特に高いと考えられる．  

腐敗症状の抑制のためには，効果的な殺菌剤の施用と収穫

後の貯蔵における適切な温度管理が重要と考えられる．一方

で，タマネギ葉上に発生するネギアザミウマ Thrips tabaci 

Lindeman が腐敗症状の発生に関係しているという報告が多

数ある．例えば，東北地方の春植え作型のタマネギにおける

腐敗症状の発病割合とネギアザミウマの発生量には正の相関

が認められており５），殺虫剤を散布することによって発病が

抑制される５，９）．また，Burkholderia 属細菌と同様に腐敗

症状の原因となる Pantoea 属細菌はネギアザミウマが体内

に保菌しており１０），ネギアザミウマの食害痕からタマネギ

の組織内に侵入すると考えられている３）．しかし，これらの

報告では，ネギアザミウマの発生とりん茎内での腐敗症状の

発病場所との関係は明らかでない．ネギアザミウマが主に加

害する部位は柔らかい新芽や新葉などであり１１），タマネギ

では葉身部中央の新葉に多く寄生している．タマネギ圃場に

おいて，内部のりん片につながる葉身の腐敗がしばしば観察

されることから，ネギアザミウマが新葉を加害することで，

主に内部のりん片における腐敗症状の発病を助長している可

能性がある． 

そこで本研究では，ネギアザミウマの防除がタマネギ内部

のりん片に発生する腐敗症状の発病抑制に効果的であると仮

説を立て，両者の関係を調査するための試験を実施した．ま

ず，殺虫剤散布によるネギアザミウマの散布適期を知るため，

トラップ調査によってタマネギ圃場におけるネギアザミウマ

の発生消長を明らかにした．次に，化学的もしくは生物的防

除によってネギアザミウマを防除し，タマネギの内部りん片

で発病する腐敗症状の抑制および球重への影響を検討した． 

 

 

２．材料および方法 

 

２．１ 調査圃場の耕種概要 

調査圃場は，当センター（滋賀県近江八幡市安土町大中; 

35°10'28"N, 136°07'42"E）の130号田，145号田および431

号田であった．130 号田と 145 号田は農道を挟んで隣接して

いるが，431号田は他の2圃場からおよそ300 m北側に位置

している．定植前日までに基肥を10－20－10 kg / 10 a（N

－P2O5－K2O）施用し，耕耘および畝幅150 cmの畝立てを行っ

た．定植後，2月中旬と3月中旬に追肥を行った．計13－8－

11 kg / 10 a（N－P2O5－K2O）の施用となるように，それぞれ

の追肥時に半量ずつ施用した． 

各調査圃場の播種，定植および収穫日をTable 1に示す．

供試したタマネギの品種は‘もみじ3号’であり，種子を448

穴の育苗トレイに播種した後，野外網室内の底面給水装置を

用いておよそ2か月間育苗した．定植は11月中旬から12月

上旬の間に行い，栽植密度は株間10 cm，条間20 cmの4条

植であった．栽培期間中に除草剤を適宜散布したが，同一圃

場内の全区に一様に散布したため，後述する調査の結果には

影響しないと考えられた．定植した翌年の6月にタマネギを

収穫した． 

 

２．２ トラップによるネギアザミウマの発生消長調査 

殺虫剤散布によるネギアザミウマの防除適期を決定するた

めに，トラップを用いてタマネギ圃場におけるネギアザミウ

マの発生消長を調査した．タマネギ圃場内に設置した園芸用

ポールに青色粘着トラップ（ホリバーブルー，アリスタ ラ

イフサイエンス株式会社，東京）を固定した．トラップの高

さは，上端が地上60 cmの位置になるように調整した． 

2021年と2022年は145号田に3基，2023年は431号田に

2基のトラップを設置した．各年の 4月 1日から 6月 1日の

間，3～7日間隔でトラップを交換し，誘殺されたアザミウマ

類の個体数を計数した．また，2023年は，誘殺されたアザミ

ウマ類におけるネギアザミウマの出現割合を調査するため，

トラップあたり最大 40 個体のアザミウマ類をランダムに抽

出し，実体顕微鏡下で観察して種を同定した．種の同定は日

本植物防疫協会１２）に従った． 

 

２．３ ネギアザミウマ防除が細菌性腐敗病害の発生と球重

に与える影響 

ネギアザミウマの防除がタマネギの腐敗症状の発生と球重

に与える影響を検証するために，化学的防除（殺虫剤の散布）

Table 1 Calendar of onion cultivation 

Study year Paddy No. Planting area (a) Sowing Planting Harvest 

2021 145 2.3 Sep. 15, 2020 Dec. 1, 2020 Jun. 9, 2021 

2022 145 2.3 Sep. 16, 2021 Nov. 18, 2021 Jun. 7, 2022 

2023 130 4.0 Sep. 14, 2022 Nov. 15, 2022 Jun. 13, 2023 

  431 2.5 Sep. 14, 2022 Nov. 22, 2022 Jun. 13, 2023 
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もしくは生物的防除（オオムギの間作による土着天敵の保護・

強化）によってネギアザミウマを防除した． 

 

２．３．１ ネギアザミウマの防除 

２．３．１．１ 化学的防除 

化学的防除では，2022年に 145号田で 120株 を 1反復と

して計 3反復，2023年に 130号田で 80株を 1反復として計

4 反復の防除区を設けた．それぞれに同じ反復数の無防除区

を設け，圃場内に各反復をランダムに配置した．タマネギに

おけるネギアザミウマの発生量を調査した先行研究では，早

い場合には 4 月下旬から発生量が増加する１３）との報告があ

ること，また，後述する結果のとおり，本県においてもネギ

アザミウマの発生量は4月下旬以降に増加したことから，本

虫の防除は 4 月 20 日頃から実施することが望ましいと考え

られた．さらに，タマネギ栽培でのネギアザミウマ防除のた

めの適切な殺虫剤散布間隔は 10～15日間隔とされる１４）．よ

って，2022 年は 4 月 18 日にシアントラニリプロール 10.3%

水和剤，5月 7日にアセフェート 50.0%水和剤および 5月 24

日にフルキサメタミド10.0%乳剤を散布した．2023年は4月

14日と5月16日にプロチオホス45.0%乳剤，5月6日にフロ

メトキン 10.0%乳剤および 5 月 24 日にスピネトラム水和剤

12.0%を散布した．希釈濃度はタマネギのアザミウマ類もしく

はネギアザミウマに登録のある常用濃度とし，展着剤として

27.0%ポリアルキレングリコールアルキルエーテルもしくは

22.5%ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム・50.0%ポリオキ

シエチレンアルキルエーテルを 10,000 倍で加用した．2023

年の試験では軟腐病の発生を予防するため，オキソリニック

酸 20.0%水和剤（1,000 倍希釈）を 5 月 6 日に全区に散布し

た．なお，本試験の実施時，本剤では腐敗病もしくはりん片

腐敗病のいずれも登録されていなかったが，2024 年 10 月に

りん片腐敗病が登録された． 

化学的防除の効果を確認するため，タマネギの中心3葉に

発生していたネギアザミウマの個体数を記録した．調査日は

直前の殺虫剤散布から1週間以上経過した日とし，2022年は

5月13日に計40株 / 区で，2023年は5月15日に計78～79

株 / 区で調査した． 

 

２．３．１．２ 生物的防除 

生物的防除として，オオムギの間作で保護・強化が見込ま

れる土着天敵によるネギアザミウマ密度抑制効果を調査した．

キャベツやタマネギなど，野菜類の圃場にオオムギを間作す

ることで，土着天敵が保護・強化され，アザミウマ類を含む

害虫類の密度が抑制されることが知られている１５）．オオムギ

の間作による防除は，2023年に431号田で240株を1反復と

して計 2 反復実施した．同数の無防除区を設け，2 種類の区

が交互になるように，区間を2.5 m離して配置した．間作に

用いたオオムギの品種は‘てまいらず’であった．2023年3

月 17日に，定植場所を囲むようにタマネギから 1 mの位置

にオオムギを条播きした．播種幅を10 cmとし，播種量が10 

kg / 10 aになるように計量し播種した．栽培期間を通して，

殺虫剤は散布しなかった． 

2023年5月9日に，計40株 / 区のタマネギの中心3葉に

発生していたネギアザミウマの個体数を記録した．また，オ

オムギに発生する天敵の量を把握するために，捕虫網（口径：

36 cm，網目サイズ：約0.2 mm）を用いた払い落とし調査を

行った．オオムギを棒で叩き，昆虫類を捕虫網内に落とすよ

うにして採集した．調査は計30株 / 区のオオムギで実施し

た．目視で容易に観察でき，アザミウマ類の天敵として知ら

れているヒメハナカメムシ類 Orius spp. を主な対象として

計数した． 

 

２．３．２ 腐敗症状の有無と球重 

収穫時，タマネギの葉鞘を 2 cm残して切り取り，根も除

いた．通風性のあるプラスチック製コンテナにりん茎を入れ

室内に置き，送風機で60 m3 / hの風を当てながら3日間乾

燥させた．乾燥後，20℃と暗条件に設定した室内でおよそ 1

か月間保管した． 

保管後，各区からランダムに選んだ78～140球のりん茎を

垂直方向に切断し，腐敗症状の発病の有無を記録した．切断

前に外観の観察もしくは触診で判別できないりん茎内側のり

 

Fig. 1 Bacterial rot in (a) internal or (b) external scale (arrows) of onion bulbs 
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ん片の発病を内部腐敗（Fig. 1a），最外部のりん片で発病し

た判別可能な腐敗症状を外部腐敗（Fig. 1b）とした．最後に，

球重（g）を計測した．2023年の化学的防除の試験では，腐敗

症状の発病の有無を調査したりん茎全てを計測した．2022年

の試験では発病を調査した 100球のうち 40球を，2023年の

生物的防除の試験では140球のうち130球のりん茎をランダ

ムに抽出して計測した． 

 

２．４．３ 統計解析 

2023 年のトラップ調査におけるアザミウマ類の誘殺数と

ネギアザミウマ出現割合に相関関係がみられるかを，

Spearmanの順位相関係数を求めて評価した．防除区と無防除

区のタマネギ圃場におけるネギアザミウマの発生量は，Mann-

WhitneyのU 検定で比較した．貯蔵後のタマネギ腐敗率は，

Fisher の正確確率検定を用いて内部腐敗と外部腐敗それぞ

れで比較した．球重は，Welchのt 検定で比較した．以上の

解析には，ソフトウェアR ver. 4.2.3１６）を使用した． 

 

 

３．結果 

 

３．１ ネギアザミウマの発生消長 

 各年の4月1日からタマネギ圃場に設置した青色粘着トラ

ップには，いずれの調査年も1回目の回収時からアザミウマ

類が誘殺された（Fig. 2）．2021年は5月10日回収，2022年

は 4月 28日回収，2023年は 5月 1日回収時から誘殺数が著

しく増加し，10個体 / 日 / トラップ以上が誘殺された．そ

の後，誘殺数は高いまま推移した． 

 2023 年のトラップ調査で誘殺されたアザミウマ類の種を

同定した結果，最も出現割合が高かったのはヒラズハナアザ

ミウマ Frankliniella intonsa (Trybom) であり，次いでネ

ギアザミウマの出現割合が高く（Table 2），これら2種で誘

殺数の 88.2～100%を占めた．ネギアザミウマの出現割合は

3.8～33.3%の範囲で変動したが，出現割合とアザミウマ類の

誘殺数の間に有意な相関関係はみられなかった（Spearmanの

順位相関係数: r = -0.14, p = 0.68）．これら2種類以外に，

キイロハナアザミウマ Thrips flavus (Schrank)，コスモス

アザミウマ Microcephalothrips abdominalis (Crawford) ，

ミナミキイロアザミウマ Thrips palmi Karnyならびにイネ

アザミウマ Stenchaetothrips biformis (Bagnall) が誘殺

された． 

 

 

Fig. 2 Occurrence of thrips trapped on blue sticky traps 

in autumn-planted onion fields 
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Table 2 Species composition of thrips trapped on blue sticky traps in autumn-planted onion fields 

Date n 
No. of individuals 

% of T. tabaci 
T. tabaci F. intonsa Other 

April 6 17  1 14  2  5.9 

 11 38  4 32  2 10.5 

 17  9  3  6  0 33.3 

 21 36  4 31  1 11.1 

 26  0 － － － － 

May 1 40  4 33  3 10.0 

 8 40  6 30  4 15.0 

 11 40  6 34  0 15.0 

 16 80  3 75  2  3.8 

 23 80  7 69  4  8.8 

  25 79  8 66  5 10.1 

June 1 80 15 58  7 18.8 
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３．２ ネギアザミウマ防除が細菌性腐敗病害の発生と球重

に与える影響 

３．２．１ 各防除方法によるネギアザミウマ発生量の抑制 

３．２．１．１ 化学的防除 

 殺虫剤の散布により，タマネギ葉上のネギアザミウマの発

生量が抑制された．2022 年の個体数は無防除区で 14.5 ± 

8.6個体（平均値 ± S. D.），防除区で0.9 ± 1.4個体であ

った（Fig. 3a）．2023年は無防除区で23.9 ± 20.6個体，

防除区で3.5 ± 7.0個体であり（Fig. 3b），無防除区での

ばらつきが大きく，80個体以上発生していた株があった．い

ずれの調査年も防除区では半数以上の株で発生がみられず，

個体数は防除区で有意に少なかった（Mann-Whitney の U 検

定: 2022年, U = 1,583, p < 0.001; 2023年, U = 5,544, 

p < 0.001）． 

 

３．２．１．２ 生物的防除 

 無防除区でのネギアザミウマ個体数は24.4 ± 18.1個体

であったのに対して，オオムギを間作した防除区では 12.2 

± 9.0個体に抑制された（Fig. 3c）．防除区での個体数の最

小値は1個体であり，全ての株にネギアザミウマが発生して

いたが，個体数は防除区で有意に少なかった（Mann-Whitney

のU 検定, U = 1,159, p < 0.001）． 

 オオムギ計 30 株で払い落とし法によって天敵類の発生量

を調査した結果，ヒメハナカメムシ類の成虫 2 個体と幼虫 2

個体を採集した．また，アザミウマ類を捕食するヒラタアブ

類の幼虫１７）を払い落とし調査で採集したことに加えて，タ

マネギの葉上での発生も観察した．ヒラタアブ類幼虫の個体

数は記録しなかったが，払い落とし調査による採集個体とタ

マネギ葉上で観察した個体を合わせても 10 個体未満と少な

かった．調査時のオオムギの草丈はおよそ25 cmであった． 

 

３．２．２ 腐敗率と球重 

 収穫1か月後の腐敗率をTable 3に示す．殺虫剤の散布で

ネギアザミウマを防除した場合，2022年の内部腐敗の発生は

無防除区で1.0%のみ，防除区で0%であり，同様に外部腐敗も

発病が少なく（Table 3a），ネギアザミウマ防除の有無と腐敗

率に明確な関係はみられなかった（Fisher の正確確率検定: 

内部腐敗, p = 1; 外部腐敗, p = 0.44）．2023年の内部腐敗

 

Fig. 3 Number of Thrips tabaci occurring per three onion leaves, cultivated using insecticides or barley 

intercropping control methods. Bars represent the maximum and minimum values within 1.5 times the width of 

the box from lower or upper quartile. The heavy line in the box represents the median. Round symbols denote 

outliers. The p-values indicate the results of Mann-Whitney’s U-test. 
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Fig. 4 Weight of onions cultivated using insecticides or barley intercropping control methods. The configuration 

of this figure is the same in Fig. 3. The p-values indicate the results of Welch’s t-test. 
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の発生は無防除区で9.0%，防除区で0%であり（Table 3a），

腐敗率は有意に低下した（p = 0.006）．一方で，外部腐敗の

発生は無防除区で14.1%であり，防除区では8.9%と減少する

傾向がみられたが，両者に有意差はなかった（p = 0.33）．オ

オムギの間作でネギアザミウマを防除した場合，内部腐敗の

発生は無防除区で12.9%，防除区で3.6%であり（Table 3b），

腐敗率は有意に低下した（p = 0.008）．外部腐敗の発生は無

防除区で5.7%，防除区では2.1%であり，防除区で低下する傾

向がみられたが，有意差はなかった（p = 0.22）． 

 タマネギの球重は調査年や防除法によって傾向が異なった．

殺虫剤の散布でネギアザミウマを防除した 2022 年の球重は

無防除区で276.9 ± 60.4 g（平均値 ± S. D.），防除区で

305.5 ± 67.7 gであり（Fig. 4a），防除区で有意に重かっ

た（Welchのt 検定, t = 1.99, df = 77, p = 0.049）．一

方で，2023年は無防除区で338.9 ± 78.3 g，防除区で312.2 

± 78.9 gであり（Fig. 4b），防除区の球重が有意に低かっ

た（t = -2.11, df = 155, p = 0.036）．オオムギの間作で

ネギアザミウマを防除した試験での球重は，無防除区で

346.1 ± 85.8 g，防除区で357.2 ± 69.6 gであり（Fig. 

4c），防除の有無で有意差はみられなかった（t = 1.15, df = 

248, p = 0.25）． 

 

 

４．考察 

 

４．１ 滋賀県の秋植タマネギにおけるネギアザミウマ防除 

 2023 年のトラップ調査においてアザミウマ類の誘殺数と

ネギアザミウマの出現割合に明確な相関関係はみられなかっ

た．そのため，2021～2023年のトラップ調査における誘殺数

をネギアザミウマの発生消長とみなし，防除適期の判断に用

いることができると考えられた．ネギアザミウマの誘殺数は

早い年には4月下旬から増加したため，殺虫剤の散布による

防除を実施する場合，誘殺数増加前の 4 月 20 日頃が 1 回目

の防除適期と考えられた．実際に，この適期を参考にして

2022～2023年に防除を実施した結果，防除区では半数以上の

株でネギアザミウマが発生せず，高い防除効果が得られたと

判断できる． 

ネギアザミウマが増加し始める時期は地域によって異なる

場合があり，香川県の秋植タマネギでは滋賀県と同様に4月

下旬～5 月上旬にかけて発生量が増加する１３）が，より冷涼

な宮城県では5月中下旬から増加する１８）．また，本研究では

11 月 15 日以降にタマネギを定植したが，より早い時期に定

植した場合，秋季の間に飛来したネギアザミウマがタマネギ

上で越冬し，3 月から幼虫が発生し個体数が増加することが

ある１３）．気象条件や定植時期によっては増加時期が前後する

可能性があるため，地域・栽培暦を考慮して防除適期を判断

する必要がある． 

生物的防除であるオオムギの間作による土着天敵の利用で

は，防除区でのネギアザミウマの個体数は無防除区のおよそ

50%に抑制された．オオムギの間作では，オオムギが物理的な

障壁となってネギアザミウマの侵入を防ぐ効果は小さく１９），

オオムギの栽培により保護・強化された土着天敵がネギアザ

Table 3 Numbers and proportions of bacterial rots on onions studied one month after harvest for (a) 

chemical control and (b) biological control 

(a) Chemical control 

Study year Treatment n 

No. of bacterial rots   % of rots 1) 

Internal 

scale 

Both 

scales 

External 

scale 
  

Internal 

scale 

External 

scale 

2022 Control 100  1 0  5  1.0  5.0 

  Insecticide 100  0 0  2   0  2.0 

2023 Control 78  6 1 11  9.0 14.1 

  Insecticide 79  0 0  7   0**  8.9 

 

(b) Biological control 

Study 

year 
Treatment n 

No. of bacterial rots   % of rots 1) 

Internal 

scale 

Both 

scales 

External 

scale 
  

Internal 

scale 

External 

scale 

2023 Control 140 14 4  4  12.9  5.7 

 Barley intercropping 140  5 0  3    3.6**  2.1 

1) “ ** ” denotes that percentage of bacterial rots was significantly lower than in the controls 

(Fisher’s exactly test; p < 0.01). 
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ミウマ個体数抑制の主要因と考えられる．しかし，本研究で

観察したヒメハナカメムシ類やヒラタアブ類幼虫の個体数は

少なく，これらがネギアザミウマ抑制の主要種となっている

かは不明である．これら 2 種の他には，肉食性ゴミムシ類１

５），キイカブリダニ Gynaeseius liturivorus (Ehara)２０）や

ウヅキコモリグモ Pardosa astrigera L. Koch２１）などが，

オオムギの間作の導入によって増加するネギアザミウマの天

敵として報告されている．本県でネギアザミウマを抑制する

主要な天敵を明らかにし，主要種を効果的に保護・強化する

ことで，オオムギの間作による防除効果がより向上する可能

性がある．ネギアザミウマはその生殖様式から産雌性もしく

は産雄性単為生殖系統の2系統に大別されるが，産雄性単為

生殖系統では殺虫剤の効果が低い傾向がみられる２２～２５）．本

系統は滋賀県内でも発生している２５）ため，殺虫剤の散布回

数を削減できる生物的防除は，殺虫剤抵抗性管理の観点から

も有効な防除方法となりうる． 

 

４．２．ネギアザミウマ防除による細菌性腐敗病害の発病抑

制 

これまで，ネギアザミウマの防除によって腐敗症状の発病

が抑制されることは知られていた５，９）が，本研究によって，

主に内部のりん片での腐敗症状が抑制されるという仮説が支

持された．外部のりん片での腐敗症状も抑制されたが，内部

の場合ほど明確な傾向ではなく，ネギアザミウマがタマネギ

内部のりん片での腐敗症状の発病を助長していることが示唆

された．外観からの判別が困難な内部腐敗球が出荷されるリ

スクを軽減できることから，高品質なタマネギの生産にはネ

ギアザミウマの防除が必要不可欠だろう．しかし，本県の主

要な病原細菌であるBurkholderia 属細菌８）のタマネギへの

感染経路は不明であり，その解明は今後の課題として残され

ている．周囲に存在する病原細菌がアザミウマの食害痕から

侵入している場合，荒天や栽培管理作業など，別の要因で発

生しうる傷の防止も，腐敗症状の発病抑制に効果的かもしれ

ない．なお，2023年の130号田の試験では，軟腐病の発生抑

制のためにオキソリニック酸水和剤を散布したが，前述した

通り，試験実施後に本剤でりん片腐敗病が登録された．本県

で発生する腐敗症状にはBurkholderia gladioli (severini) 

などが病原であるりん片腐敗病も含まれている８）．本剤の散

布によって腐敗症状の発生が抑制された可能性があるが，全

区に散布しているため，ネギアザミウマ防除による発病抑制

効果は十分に検討できたと考えられる． 

ネギアザミウマ防除の有無と球重の関係は明確ではなく，

生物的防除では防除の有無は球重に影響しなかった．一方で，

化学的防除では 2022 年は防除区の球重が重かったが，2023

年は防除区の球重がおよそ8%低かった．一般に，ネギアザミ

ウマを防除するとタマネギの葉の食害が抑制され生育が良好

になるため，球重が重くなる９）．2023年の化学的防除の試験

では逆の傾向を示したが，この要因については明らかでない．

球重の低下は収量に影響しうるが，防除区では腐敗率が 14%

抑制されたことから，平均球重と健全球の割合との積から算

出した場合の収量は防除区の方が高いと考えられ，防除区の

球重の低下は腐敗症状の発病抑制によって補償されるだろう． 

本研究から，ネギアザミウマを防除することでタマネギの

りん茎，特に，外観での判別が困難な内部のりん片における

腐敗症状の発病を抑制できることが示された．本研究では岩

手県での先行研究９）に準じ，散布間隔を15日程度として計3

～4 回の防除を行った．防除コスト削減のため，ネギアザミ

ウマの発生ならびに腐敗症状の発病抑制効果に影響しない散

布回数・間隔を検討する必要がある．また，ネギアザミウマ

が発生しなくても腐敗症状は発生することがある５）ため，殺

菌剤の散布は必須だろう．本研究の 2023 年の 130 号田の試

験では，りん片腐敗病に登録のあるオキソリニック酸を全区

に散布しており，ネギアザミウマを対象とした殺虫剤を散布

した防除区では内部腐敗が発生しなかった．殺虫・殺菌剤を

組み合わせた防除体系は東北地方の春植タマネギ作でも腐敗

症状の発生抑制に効果的９）であり，地域や作柄によらず共通

した防除体系であると考えられる．また，本研究で実施した

生物的防除のような，化学的防除以外のネギアザミウマ防除

と殺菌剤の組み合わせによる腐敗症状の発生状況の調査も必

要である． 

腐敗症状が発生すると発病したりん茎の廃棄による減収だ

けでなく，出荷先からのクレームにつながる場合もある．す

なわち，腐敗による減収以上の影響が生じる可能性があるた

め，外観からの判別が困難な内部腐敗を発生させないことが

望ましい．そのためには，収穫作業および貯蔵時の条件も重

要である．収穫時に葉鞘が 3 cm になるよう剪葉することで

Pantoea 属やBurkholderia 属細菌による腐敗症状の発生が
２６），20℃以下の低温で貯蔵することでBurkholderia 属細菌

による腐敗症状の発生が軽減される８，２７）．病害虫の防除に加

え，収穫作業や貯蔵を適切に行う総合的な防除体系を構築す

ることで，細菌性腐敗病害の発生をより効果的に抑制するこ

とが可能となるだろう． 
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７．Summary 

 

Bacterial rot of onions infected with Burkholderia spp. occurs in autumn-planted onions in Shiga Prefecture. A 

reduction of bacterial rot, especially internal scale rot, which is difficult to detect by appearance, is required for high-quality 

onion production. In this study, we investigated the time to start controlling for onion thrips Thrips tabaci on autumn-planted 

onion fields; the relationship between the control of T. tabaci on onion leaves and the reduction of internal scale rot was also 

tested. In autumn-planted onion fields, T. tabaci was trapped in blue sticky traps from 2021 to 2023 and their counts were found 

to increase between late April and early May. This suggests that the first control of T. tabaci with insecticides should occur 

approximately on April 20. When we used insecticides and T. tabaci population on onion leaves was suppressed to 6–15% of the 

control plot, onions had no internal scale rot up to one month after harvest. In fields where onion was intercropped with barley 

to protect against natural enemies, T. tabaci population was suppressed to 50% and internal scale rot was suppressed to 25% 

of the control plot. However, the natural enemies of T. tabaci could not be identified in this study. Moreover, the percentage of 

external scale rot was not significantly reduced in response to control of T. tabaci. These results suggest that controlling T. tabaci 

specifically reduces internal scale rot. Although onion weight in the insecticide-treated plot was occasionally lower than that in 

the control plot, this loss was compensated for by a reduction in bacterial rot. Overall, an integrated pest management system 

combining disease control, pest control, appropriate harvesting, and storage at low temperatures could effectively reduce 

bacterial rot in Burkholderia spp.. 


